
（別紙３）

～ 2026年2月21日

（対象者数） 　　21人 （回答者数） 　　16人

～ 2025年1月26日

（対象者数） 6人 （回答者数） 6人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今後も子どもの様子を見ながら交流の場を設けて行く。

2

同じ建物内に法人事務局と、同法人の子育て広場があり、第

三者的に支援についてなど相談できる環境にある。

保育活動によっては法人職員が体制に入ったり、事務局の部

屋を使い保護者と交流会や懇談を行うなどしている。

また利用者が法人活動に参加する機会を設けている。

月に1回法人事務局との会議と、理事会に参加している。

利用者に法人活動の自由参加を呼びかけるだけでなく、ポコ

ちえんでは保育活動として機会を設けている。

職員には、当事業所の卒所児の母が多く働いている。通って

いたからこそ利用者の気持ちに共感し寄り添えることもあ

る。

2026年1月19日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年3月1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 親と子の広場・ポコ

○保護者評価実施期間
2026年1月19日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



3

リーダー制についての内部研修などを行う。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

オマルを使用したり、トイレには補助便座や踏み台を用意し

ている。

対象者が利用になる場合は話し合い、検討する。

2

3

リーダー制保育を行っている。 毎日の振り返りでそれぞれの役割を話し合い、次の実践につ

なげている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

設備環境として、子ども用のトイレがない。

事業所が2階にあり、階段しかない。

予算の都合等により、整えられない要因がある。

テナントの構造上工事が難しく、バリアフリー化が出来な

い。


